青風荘　　フェイスシート

平成　22年　10月　18日　担当：中村　文洋　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　馬渡　武光　　様　　　　　男・女　　　　昭和　14年　5月　30日生（71歳）

	
	〒　　　　　住　所　八戸市一番町3丁目5-13　　　　電話　27-2893

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　糖尿病

	
	発症時期
	　S30年頃（17歳時）
	罹 患 期 間
	約　53年

	
	入院回数
	　　3回　　
	延べ入院年数
	　約　40　年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	隔週土曜日（　週　　　回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	　　精神（　1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金１級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ14年10月11日
	身長
	155.5cm
	体重
	50.8kg

	最終学歴
	八戸高校中退
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	　特になし
	

	保　護　者
	氏　　名　　　馬渡　武志　様　　　　　　　続柄　兄　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

身の回りの事を自分で行えるようになる。

	入院・治療歴　初診日（

Ｓ30年頃～　　　　　　入院　　　　　　八戸精神病院（日赤）

Ｓ34年4月　　～　　Ｓ38年6月　　　　　青南病院

Ｓ42年12月　　～　Ｈ14年10月　　　　　青南病院

Ｈ17年9月　　～　　Ｈ17年10月　　　　　入院（低ｋ血症性ミオパチー）

	生活歴　

同胞4名の第２子として出生。三条小・中学校を卒業後、八戸高校へ入学する。高校２年時の時に友達の言動、テニス部の同窓や先輩から言われたことを気にして発病し、八戸精神病院（現日赤）へ入院する。高校2年時の春に中退となり、S34年4月10日～S38年6月まで青南病院へ入院となる。退院後2.3ヶ月頃より生活が不規則となり、起床・食事も出来ない状態となる。家族の促しに、時として暴力的となることもあり、S42年12月、青南病院へ医療保護入院となる。社会復帰施設病棟を経て、H14年10月青風荘入所となる。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 長兄の武志氏が保護者となっているが、再三の促しが無ければ殆ど、面会に来ない。以前、外泊に連れて行った時には、本人がいるスペースが無いということで、廊下に休ませている事があったとの事。

· 本人の年金は、保護者が管理しており、2ヶ月に1度振込みしている。


平成　22年　10月　18日　（月）

	氏　名
	　馬渡　武光　様
	男・女
	生年月日
	　昭和14　年　5月　30日　（71歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 長期入院により失われた社会性の獲得と生活の質の向上

· 生活リズムの確保

· 糖尿病の管理


　　　　　　

	これまでの経過　（前回評価日　H22年　4月　19日　　）

	生活リズム・病状について

○生活リズムは安定しており、病状の悪化無く、服薬・睡眠にも問題はありません。

日常生活の様子

【　生活上の特徴　～金銭の支出に抵抗がある～　　】

・「お金がもったいない」と言う理由で、予定していた床屋での散髪を止めたり、穴が空いても新しい靴下を使わずに破れた靴下を繕っては使用する事があります。ズック購入の際も、はきやすく丈夫な方を勧めていますが頑なに値段の安いズックを選ぶなど、金銭を使うことに抵抗があります。

※上記の原因の一つ

入院期間中、家から入金が少なかった事から「節制しなければならない」という意識が、現在も根強く残っていると推察されます。

【　日中の生活について　】

・入浴、洗濯など自立して行なえています。荘内では、ホールを歩き回ったり、他者の様子を見て過す事が殆んどです。他者との交流はあまりありませんが、吉田富秋様とは喫煙を共にしたり談笑したりと交流があります。
・デイナイトは特に問題なく通所されています。

入所時の問題点　～入所時からの問題点とその経過～
①　早朝覚醒（３時～５時に起床。朝のミーティング時には居眠りをする）　⇒　改善

現在の状況　

○早朝覚醒は無く、睡眠も良好。ミーティング中の居眠りも見られません。現在は、２１時には就床し、朝は６時にはホールへ下りて来て、ラジオ体操も行なっています。

2 外出に消極的（興味は示すが、散歩や買物に行けずにいる）　　　　　　⇒　改善
現在の状況

○休日には、事務室管理の小遣いを受け取り買物へ出かけています。買物先は、よこまちやむつ食品と近隣。

○購入物品の値段を事前に計算し、おおよその購入金額を算出する事が出来ています。

③　盗食、ゴミ箱漁り　　　　　　　　　　　　　　　⇒　問題点「生活全般のマナーが不十分」として継続。
現在の状況　

○盗食・ゴミ箱漁りはそれぞれ1度だけ見られています。

・5/29、中村様が捨てた衣類をゴミ箱から拾っており、指摘すると「これは俺のだよ」とごまかされています。
・9/18、下町様がテーブルに出している煎餅を盗って食べる事がありますが、盗食はその1度のみとなっています。また、吉田富秋様へのコーラやおやつの要求は、時折見られます。

・7/8、DNCの昼食時に主食を多く盛り付けている為、規定量にするよう説明していますが、表情硬くして応じることありません。

現在の問題点　　　

1 生活全般のマナーが不十分　

→しけもくをしたり、ライターを自分で持っている事があります。盗食・ゴミ箱漁りは殆ど見られません。

③　基本的な保清が出来ない
→同じ衣類を何日も取り替えずにいる事、破れた衣類を縫っては使い続けることがあります。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 生活全般のマナーが不十分　　　　　　　　　　　

· 喫煙マナーを守らない。

· ゴミ箱をあさる

· 食べ物を口に詰め込んで食べる。


	○　問題点で挙げた行動の都度、声掛けや指導・介入を行なうことで、行動の修正を図っていく。

· しけもく

持ち歩きは火事の危険があることを説明、見守りと必要時には指導を行なう。

· ごみ箱漁り

衛生面に問題があることを伝えるととも、必要時に指導を行なう。
· 食べ物を口に詰め込んで食べる

食事前に、詰め込まないよう注意を行なうとともに、食事中は見守りを行なう。

	　　ヶ月

	2 基本的な保清が出来ない
　
	○　定期的に保清のチェックを行ない、必要時には介助同行支援を行なっていく。

・　衣類購入・整髪など
　　必要物品のチェックを行い、同行支援にて購入をしていく。頭髪の伸び具合を確認し、定期的に床屋へと同行を行なう。

・　衣類の汚れ
見た目の汚れがだけでなく、臭いがする事も汚れのひとつとして伝えていく。何日も同じ衣類を着ているときなど、必要時には介助・指導を行なっていく。


	ヶ月


プラン計画者　氏名：　中村　文洋

修正プラン実施評価日： H　22年　10月　18日（月）　青山荘地域交流活動室

保護者





本人








